
Ⅲ
．
教
育
か
ら
見
た
諸
問
題

韓
国
の
教
育
に
お
け
る
伝
統
と
近
代
化

郭

泳　

宇

　

日
本
帝
国
の
植
民
地
か
ら
の
解
放
（
一
九
四
五
年
）
後
、
米
軍
政
－
李
承
晩
ー
サ
漕

善
i
朴
正
煕
ー
崔
圭
夏
i
全
斗
換
に
連
ら
な
る
韓
国
の
政
治
的
変
動
は
急
激
な
も
の
で

あ
っ
た
。
一
九
四
八
年
、
韓
国
の
政
府
が
発
足
し
た
後
、
六
・
二
五
南
北
戦
争
、
四
・

一
九
学
生
義
挙
、
一
〇
・
二
六
宮
井
洞
事
件
、
五
・
一
八
光
州
事
件
、
六
・
二
九
民
主

化
宣
言
等
は
険
し
い
韓
国
の
政
治
、
経
済
、
社
会
、
文
化
の
動
揺
、
不
安
と
葛
藤
を
端

的
に
表
す
も
の
で
あ
る
。
一
九
八
五
年
を
境
と
し
て
、
韓
国
の
経
済
は
既
に
離
陸
の
段

階
に
入
っ
た
。
一
人
当
り
G
N
P
が
二
、
○
○
○
ド
ル
を
越
し
、
一
九
八
六
年
の
ア
ジ

ア
競
技
大
会
で
は
日
本
を
追
い
越
し
、
中
国
を
脅
か
し
て
第
二
位
の
記
録
を
樹
立
し
た
。

一
九
八
八
年
に
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
国
と
し
て
、
ま
た
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
香
港
、

台
湾
と
並
ん
で
ア
ジ
ア
の
新
興
国
と
し
て
世
界
の
耳
目
を
集
め
て
い
る
。
こ
れ
は
漢
江

の
奇
蹟
と
も
い
わ
れ
る
が
、
こ
れ
は
奇
蹟
で
は
な
く
、
因
果
の
関
係
で
説
明
で
き
る
と

思
わ
れ
る
。
韓
国
の
教
育
に
お
け
る
伝
統
と
近
代
化
へ
の
努
力
と
歩
み
が
そ
の
原
因
と

結
果
を
説
明
す
る
も
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
教
育
と
社
会
の
発
展
と
は
相
互
に
密

接
な
関
係
を
持
つ
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
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一、

ﾘ
国
教
育
の
近
代
化
が
も
た
ら
し
た
も
の

　

終
戦
後
、
韓
国
の
教
育
は
そ
の
量
と
質
の
両
面
で
急
速
に
発
達
し
た
。
開
化
し
て
百

年
、
今
日
に
至
る
ま
で
韓
国
教
育
が
追
及
し
た
目
標
に
つ
い
て
は
様
々
な
表
現
が
可
能

だ
と
思
わ
れ
る
が
、
一
言
で
い
え
ば
「
教
育
の
近
代
化
」
で
あ
っ
た
。
そ
の
間
、
旧
韓

末
以
来
の
伝
統
的
教
育
の
轡
か
ら
解
放
さ
れ
よ
う
と
、
新
教
育
と
し
て
児
童
・
生
徒
中

心
の
生
活
、
経
験
中
心
、
そ
し
て
民
主
的
自
由
学
校
の
理
念
と
思
想
を
西
洋
諸
国
、
と

く
に
ア
メ
リ
カ
に
学
ん
だ
。
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
を
基
底
理
念
と
す
る
ア
メ
リ
カ
の
進

歩
主
義
教
育
の
思
想
を
、
韓
国
各
級
学
校
の
ク
ラ
ス
・
ル
ー
ム
で
の
教
授
・
学
習
活
動

の
中
で
実
現
す
る
為
に
色
々
な
方
策
が
講
じ
ら
れ
た
。
基
幹
学
制
六
・
三
・
三
・
四
の

仕
組
み
で
、
教
育
の
目
的
、
内
容
、
方
法
、
評
価
は
伝
来
の
そ
れ
と
は
異
な
る
も
の
と

な
っ
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
学
習
、
問
題
解
決
学
習
、
9
①
日
↓
雷
合
日
σ
自
w
吟
Φ
①
各
日
σ
q

日
9
ゴ
日
P
ひ
〉
一
、
オ
ー
プ
ン
・
ス
ク
ー
ル
等
、
学
習
の
能
率
化
の
た
め
に
考
案
さ
れ

た
諸
ア
イ
デ
ィ
ア
が
教
育
現
場
に
導
入
さ
れ
た
。
急
激
な
社
会
変
化
に
対
応
す
る
た
め

ガ
イ
ダ
ン
ス
と
か
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
諸
技
法
が
紹
介
さ
れ
た
。

　

韓
国
に
お
け
る
教
育
の
近
代
化
と
い
う
目
標
は
、
そ
の
建
て
前
と
し
て
は
、
科
学
化
、

合
理
化
、
能
率
化
、
民
主
化
、
人
間
化
の
こ
と
で
、
そ
の
限
り
で
非
難
の
余
地
は
な
い
。

ま
た
、
韓
国
に
お
け
る
政
治
、
経
済
、
社
会
、
文
化
の
発
達
に
つ
い
て
の
そ
の
貢
献
を

過
小
評
価
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
開
化
以
後
百
年
に
亘
る
韓
国
教
育
の
メ
イ
ン
・

イ
ッ
シ
ュ
ー
は
教
育
の
近
代
化
で
あ
っ
た
が
、
未
来
に
お
い
て
も
そ
の
目
標
に
変
わ
り

が
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
産
業
化
社
会
の
進
展
が
招
い
た
副
作
用
と
し
て
の
社
会
病
理
の
諸
現
象

に
着
目
し
、
そ
の
原
因
を
考
え
る
時
、
そ
れ
は
大
い
に
教
育
の
近
代
化
の
逆
効
果
だ
と

い
え
る
。

　

第
二
次
お
よ
び
第
三
次
産
業
を
中
心
と
す
る
都
市
化
さ
れ
た
社
会
で
は
、
物
質
的
側

面
が
強
調
さ
れ
る
が
精
神
的
な
側
面
は
軽
視
さ
れ
る
。
物
神
崇
拝
思
想
が
横
行
し
て
経

済
優
先
、
物
質
中
心
、
黄
金
万
能
、
加
え
て
高
度
の
完
合
ロ
o
一
〇
σ
q
∨
に
よ
る
人
間
疎
外

と
ア
ノ
ミ
ー
が
現
出
さ
れ
る
。
極
端
な
エ
ゴ
イ
ズ
ム
、
非
行
、
犯
罪
、
情
緒
不
安
、
薬

物
中
毒
、
家
庭
不
和
、
家
出
、
離
婚
、
老
人
疎
外
、
不
完
全
就
業
、
ス
ト
ラ
イ
キ
、
ス

ラ
ム
、
論
落
、
公
害
、
暴
飲
、
環
境
汚
染
等
は
産
業
化
社
会
の
害
毒
で
あ
る
が
、
こ
れ

は
ま
た
、
教
育
の
近
代
化
に
、
少
な
か
ら
ず
責
任
が
あ
る
と
い
え
る
。

　

教
育
の
危
機
的
状
況
は
今
日
世
界
的
現
象
で
あ
る
と
は
い
え
、
韓
国
教
育
の
病
理
症

候
も
軽
い
と
は
い
え
な
い
。
知
的
、
情
緒
的
、
運
動
技
能
的
諸
側
面
を
均
等
に
発
達
さ

せ
る
全
人
（
乞
ゴ
O
一
①
日
①
口
）
教
育
が
強
調
さ
れ
る
も
の
の
、
知
識
教
育
偏
重
で
道
徳
教

育
は
形
骸
化
さ
れ
て
い
る
。
国
民
一
般
の
学
歴
は
高
く
な
っ
た
と
は
い
え
、
暖
か
い
心
、

熱
い
血
の
通
う
人
間
と
し
て
の
思
い
や
り
、
親
愛
と
寛
容
性
に
富
ん
で
い
る
イ
ン
テ
リ

は
少
な
い
。
学
歴
社
会
、
入
試
地
獄
、
画
一
化
、
個
性
喪
失
等
に
、
現
代
教
育
の
諸
病

理
群
に
対
す
る
治
療
策
は
人
間
性
の
回
復
な
ら
び
に
伝
統
的
道
徳
と
倫
理
の
再
建
に
あ

る
と
叫
ぶ
声
が
高
い
。

二
、
伝
統
の
発
見
と
再
建

　

現
代
社
会
の
諸
病
症
を
根
本
的
に
治
療
す
る
た
め
に
は
、
韓
国
の
伝
統
的
社
会
に
深

く
根
を
お
ろ
し
て
い
る
美
風
良
俗
と
伝
統
的
倫
理
を
発
見
し
て
、
そ
れ
を
再
建
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
「
忠
」
「
孝
」
「
礼
」
の
徳
目
は
愛
国
愛
族
、
家
庭
の
庄
m
5
庄
∨
の
再
建
、
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長
幼
上
下
の
秩
序
と
人
間
関
係
、
世
間
体
の
意
識
を
尊
ぶ
が
、
そ
れ
は
伝
統
的
教
育
機

関
で
あ
る
書
堂
、
書
院
、
郷
校
に
お
い
て
特
に
強
調
さ
れ
た
教
育
目
的
で
あ
り
、
教
育

内
容
で
あ
っ
た
。
儒
教
の
「
三
綱
五
倫
」
の
道
徳
律
へ
の
回
帰
で
な
く
、
現
代
的
な
リ

バ
イ
バ
ル
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
「
以
忠
事
君
」
、
「
以
孝
事
親
」
の
現
代
的
意
味
と
そ

の
実
体
が
探
究
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　

韓
国
で
は
教
育
の
近
代
化
の
運
動
の
中
で
、
「
伝
統
」
を
生
か
す
た
め
の
色
々
な
試

み
を
続
け
て
来
た
筈
で
あ
る
。
再
建
国
民
運
動
と
か
セ
マ
ウ
ル
（
新
し
い
村
）
運
動
等

の
汎
国
民
運
動
の
中
で
展
開
さ
れ
た
一
連
の
国
民
精
神
改
造
の
動
き
が
そ
れ
で
あ
る
。

セ
マ
ウ
ル
運
動
は
韓
国
の
農
村
の
伝
統
的
な
生
活
様
式
を
改
革
す
る
こ
と
で
、
物
質
面

で
は
所
得
増
加
の
運
動
で
あ
る
が
、
精
神
的
に
は
、
集
団
生
活
と
協
力
の
為
の
新
し
い

倫
理
建
設
の
運
動
で
あ
っ
た
。
教
育
界
で
は
「
国
籍
の
あ
る
教
育
」
、
「
主
体
性
を
生
か

す
教
育
」
を
キ
ャ
ッ
チ
・
フ
レ
ー
ズ
と
し
て
各
級
学
校
の
教
育
課
程
に
「
国
民
倫
理
」

と
い
う
教
科
が
追
加
さ
れ
る
な
ど
具
体
的
措
置
が
と
ら
れ
た
。
祖
先
崇
拝
、
礼
儀
作
法

の
垂
範
と
し
て
高
齢
者
に
対
す
る
礼
遇
が
強
調
さ
れ
た
。
全
国
坊
々
曲
々
に
は
敬
老
会

館
あ
る
い
は
老
人
堂
、
養
老
堂
と
名
付
け
ら
れ
た
施
設
が
設
け
ら
れ
た
。
「
敬
老
孝
親
」

は
国
は
勿
論
社
会
が
奨
励
す
る
教
育
目
標
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
一
連
の
動
向
は
、
文
教
部
奨
学
方
針
と
し
て
官
側
か
ら
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
と
、
民
間
側
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
呼
応
と
が
結
合
さ
れ
て
、
一
九
八
五
年

以
来
特
に
活
発
と
な
っ
た
。
学
級
で
は
美
風
良
俗
、
特
に
敬
老
孝
親
、
に
関
す
る
多
様

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
開
発
さ
れ
、
模
範
事
例
を
挙
げ
表
彰
し
た
り
し
て
い
る
。
地
域
社
会

で
は
良
い
伝
統
の
維
持
、
再
建
を
狙
う
運
動
が
広
が
っ
て
い
る
。
儒
林
、
或
い
は
儒
学

者
は
私
塾
と
し
て
書
堂
を
開
き
、
村
の
子
供
と
青
年
は
6
邑
目
2
日
n
巳
胃
活
動
と
し

て
、
こ
こ
に
通
う
。
近
代
化
さ
れ
つ
つ
あ
る
韓
国
の
社
会
に
伝
統
の
再
発
見
と
そ
の
再

生
の
必
要
性
が
自
覚
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
教
育
に
お
け
る
近
代
化
の
追
求
は
時
計
の
振

り
子
の
よ
う
に
揺
れ
動
く
社
会
の
展
開
を
伴
う
が
、
そ
の
鎮
静
ま
た
は
求
心
の
勢
力
は

伝
統
で
あ
る
。三

、
ペ
ン
デ
ュ
ラ
ム
・
ス
ウ
ィ
ン
グ
で
の
安
定
弁

　

伝
統
と
近
代
化
は
一
つ
の
連
続
体
（
（
U
O
コ
ユ
コ
＝
己
∋
）
の
両
極
を
指
し
て
い
る
。
閉
鎖

と
解
放
、
同
質
と
異
質
、
不
合
理
と
合
理
、
運
命
と
因
果
、
情
実
と
能
力
、
未
分
化
と

分
化
、
古
代
・
中
世
と
近
代
・
現
代
、
ア
ジ
ア
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
都
会
と
農
村
、
外
面

的
品
位
（
〉
已
ゆ
O
「
＝
O
古
⑦
ぐ
く
＝
「
工
6
）
と
内
面
的
品
位
（
一
目
ゆ
巳
合
。
≦
巳
ユ
m
）
、
…
…
様
々

な
対
比
が
で
き
る
。
発
達
の
方
向
と
し
て
は
伝
統
か
ら
近
代
化
へ
、
と
い
え
る
。
歴
史

は
一
応
近
代
化
へ
進
む
も
の
だ
と
は
い
え
、
伝
統
の
価
値
を
軽
蔑
す
る
わ
け
に
は
い
か

な
い
。
伝
統
を
完
全
に
捨
て
て
完
壁
に
新
し
い
も
の
を
も
っ
て
、
社
会
を
作
り
な
お
す

の
は
不
可
能
で
あ
る
。
一
つ
の
社
会
（
国
家
）
が
近
代
化
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ

の
固
有
な
る
歴
史
と
伝
統
を
基
盤
と
し
て
そ
の
上
に
独
特
の
パ
タ
ー
ン
の
新
機
軸
を
導

入
し
た
こ
と
を
指
す
。
「
伝
統
は
悪
、
近
代
化
は
善
」
だ
と
単
純
に
言
え
な
い
。
伝
統

だ
け
で
は
虚
弱
で
あ
り
非
能
率
で
あ
る
。
ま
た
近
代
化
だ
け
で
は
不
安
定
で
あ
り
非
人

間
的
な
面
が
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
価
値
は
一
つ
の
連
続
体
に
あ
っ
て
、
本
質
的
に
は
両

者
択
一
の
関
係
に
た
つ
。
時
間
の
軸
で
歴
史
は
こ
の
二
つ
の
価
値
の
間
の
振
り
子
で
あ

る
。

　

教
育
は
本
質
的
に
こ
の
二
つ
の
価
値
を
受
け
入
れ
る
こ
と
を
基
盤
と
し
て
成
り
立

つ
。
個
人
の
人
格
形
成
、
社
会
の
存
続
維
持
の
た
め
の
機
能
と
し
て
の
教
育
は
「
伝
統
」

を
基
盤
に
「
近
代
化
」
を
築
き
上
げ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
言
い
方
を
変
え
る
と
、
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「
文
化
伝
達
」
と
「
文
化
創
造
」
だ
と
い
え
る
。
文
化
伝
達
と
文
化
創
造
は
教
育
の
目

的
で
統
合
さ
れ
る
。
こ
れ
は
社
会
の
伝
統
維
持
の
保
守
的
作
用
と
、
社
会
の
変
化
改
革

の
進
歩
的
作
用
の
こ
と
で
あ
る
。
今
日
の
社
会
の
諸
問
題
、
教
育
の
諸
病
理
ま
た
は
誤

謬
は
、
こ
の
二
つ
の
機
能
の
不
均
衡
に
由
来
す
る
も
の
と
い
え
る
。

　

永
久
に
変
わ
る
こ
と
の
な
い
指
標
は
伝
統
か
ら
発
見
さ
れ
る
。
「
汝
の
父
母
を
敬
え
、

汝
殺
す
な
か
れ
、
汝
盗
む
な
か
れ
、
汝
そ
の
隣
人
に
対
し
て
虚
妄
の
証
拠
を
た
つ
る
な

か
れ
」
。
普
遍
的
な
道
徳
性
に
対
し
、
カ
ン
ト
は
言
う
。
「
繰
り
返
し
じ
っ
と
反
省
す
れ

ば
す
る
ほ
ど
常
に
新
た
に
そ
し
て
高
ま
り
く
る
感
嘆
と
崇
敬
の
念
を
も
っ
て
心
を
満
た

す
も
の
が
二
つ
あ
る
。
我
が
上
な
る
星
の
輝
く
空
と
、
我
が
内
な
る
道
徳
律
と
で
あ
る
」
。

　

急
激
に
ま
た
不
断
に
揺
れ
動
く
韓
国
社
会
の
進
展
の
中
で
、
主
体
性
を
失
わ
な
い
よ

う
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
守
る
力
は
韓
国
の
伝
統
す
な
わ
ち
歴
史
に
求
め
ら
れ
る
も
の

で
あ
る
こ
と
は
疑
い
得
な
い
。
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